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貝原益軒の〈身を修むる工夫〉
一『大和俗訓』における自己形成のテクニックー
Techniques for Self-formation in a Japanese Confucianist Instruction of the beginning of 18c. 
序
本稿の目的は、通常近世前期に位置づけられ
る儒者貝原益軒 (1630--1714)の教訓書、特に
『大和俗訓j(1708)において提示された自己
形成のテクニックを明確にすることにある。自
己形成のテクニックとは、自己を〈修める〉た
めに自らの思考・行為・身体等に対して働きか
けることが意図された自己への実践であって、
このようなテクニックの組み合わせ如何によっ
て一定の自己のあり方が規定されるものとして
定義できる。本稿は、白己形成のテクニックと
いう水準において、貝原益軒そのものの自己形
成の論理、またより全般的な近世前期における
自己形成に関する問題化、そして現在へと至る
自己形成史の展開を現存する資料に即して明確
に跡づけ、われわれの自己形成のあり方を歴史
的に究明しようとする系譜学的研究の出発点で
あるω。それでは、貝原益軒によって勧告され
た自己形成のテクニックとはどのようなものか、
まずその勧告 (advice)における基本的な論理
を一瞥した上で、〈身を修むる工夫〉としての
〈学問〉から検討しよう。
1 道理を知るべし
貝原益軒の勧告の基本的な論理とは、万事万
物に備わった理(事物や状況に本来的なメカニ
ズムであり、同時にわれわれの実践すべき道と
して現れる)を見極め、その〈道理〉にかなっ
た実践を、過ちなく実践せよというものである。
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たとえば、家の経営には家の経営という事態に
固有のメカニズム、すなわち〈理〉が存在する。
そして、それは同時に家を保持するためにわれ
われが実践すべき〈道〉として現前する。同様
に、人には本来的に身に備わった理が存在する。
それが人として実践すべき道(その理念の現実
化された様式が〈礼〉、すなわち作法(2)) である。
「人に交われば君臣・父子・兄弟・夫婦・朋友
の間行なうべき道あり。また我が身の万のわざ
に皆一定の道理ありて、暫時もこの道を離れが
たしJ(九したがって、自己を修める工夫の根本
は、このような人として本来備わっている道理
をよく知りわきまえることにある。そして、
「道を知りて行なうの工夫」としての学問はペ
このような自己形成のテクニックの最も基本的
な構成要素として位置づけられるのである(日。
それでは、学問の手)1買とはどのようなものか。
① 学問の法
学問の法の要諦は、数かぎりなく存在する天
下の道理を博く学び、よく思案して自得し、十
分に実践するにある。まず、聖賢の書を学び、
あるいは人に問うことによって、人として実践
すべき道をはじめ、万事について広く古今の道
理を探求すべきである。さらに学んだ道理を十
分に思案して、心中に合点しわがものとした上
で、力をつくして実践すべきである(6)。道理を
知るという学問的実践は、自己の日常的な活動
(あるいは自己形成)に役立つものでなければ
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意味がない(学問の目的は君子になることであ
る)('九したがって、書を読む場合にも必ずわが
身に受用すること、すなちわ「書に記せる聖賢
の教えをわが身にうけ用いて、守り行ない用に
立つる」ことを心がけるべきである侶)。深く自得
した知であれば必ず実践されるはずである(実
践されなければ真の知ではない)。また、実践
することによって道理への理解もさらに深まる
のである。「知れば行いやすく、行えば知りや
すし。二の者互いに相助けて、道明らかに行わ
る。たとえば道路をゆくが如し。道を知らざれ
ば行きがたく、行かざれば行路を知りがたきが
知しJ(，日)0
② 日新(日に新たにす)の工夫
ところで、道を知り実践するための知の獲得
ではあるが、「理を究むるも事を知るも、一重に
ものを思うべからず。幾重にも理をきわむべ
しjと勧告される。物事の一重を知りえただけ
で、十分に道理をきわめ尽くしたと考えるのは
浅はかである。「今日一重を去りて、明日また
一重を去り、日々かくのごとくすべし。皮をつ
くして肉を見、肉をつくして骨を見、骨をつく
して髄を見るべし」であるω。このように漸進的
な道理の探求が日々新たに要請されるのだから、
道は「知ること至りて難きj道となるω。した
がって、人は「ただわが知の暗く、わが徳、の進
まざることを憂い」つつω、「昨日の古き悪を改
めて、今日新しく善にうつり、今日は昨日に勝
りて新しくなる」という日新{日に新たにす)
の工夫を心がけω、終生学問(人となるべき道を
学ぶこと)を怠るべきではない。「学は終身のこ
となり、一息もいまだ残れる内は、この志怠る
べからず。これ人の一生の聞のっとめなり」 ω。
要するに、学問は自己を修めるために道理を知
るという根本的であると同時に、生涯にわたっ
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てその永続的な実践が要請される自己形成のテ
クニックなのである。
2 善にっとむべし
人の身に備わりたる理を知れば、事の善悪を
わきまえ知ることができる。その上で善を実践
せよというのが聖賢の教える人としての道であ
るω。「人と生まれては、道に志して、常に仁を
心にたもちて、毎日人に利益ある善事を行なう
べし」。善を行なうとは、自己の利心を去って、
ただ人の利益になることを行うにある。すなわ
ち主君・父母・男姑・兄長などによく仕え、家
人〔妻子・使用人〕を愛するばかりでなく、人
をめぐみ救うあらゆる実践、たとえば人の憂い
を憂い、その喜びを喜び、人の飢えたるを救い、
凍えたる人に衣を与え、道橋を修理し、人に害
あるものを除き、人の中を和らげ、妄りに人に
怒らず、人を恨まず、仮にも人をそしらず、侮
らない等々といった実践であるω。
ところで、このような善の実践は、毎日毎日、
折節につけて、常に心を用いて行なうべきもの、
つまり「常につとめて止まざるべきJ実践であ
る一方でへ必ずしも容易なものとは考えられ
ていない。すなわち「善をするは、上り坂をの
ぼるが如し、つとめざれば為し難しJ。それゆ
え、力を用いてつとめ行なわざるをえない実践
でもあるh この善をつとめ行なう工夫として、
互いに関連しつつも微妙に異なる次の二つの実
践が勧告される。
① 善心をおしひろむる工夫
仁は人をあわれみ物を育てる善心であり、人
ごとに生まれっきたる本心である。だから「人
の心、必ず仁義礼智の性〔本性〕ある故に、良
心時におこる。その良心を空しくせずして広め
充つべし」。すなわち、「善心のわずかに起こる
を損なわずして、育て養い盛んならしめ、その
分量を十分に充てて〔いっぱいにして〕、いずく
にも行きわたらしむjべきであるへたとえば、
蟻を踏み殺すことを恐れて、蟻の集まっている
所をよけて歩くのは、「その心善心なりという
べしO この心をおしひろめて、まず父母兄弟を
愛し、人倫〔人々〕に及ぼし、次に万物に及ぼ
さば、仁愛の道はひろく行なわJれるだろう。
「善心をおしひろむる工夫、常にかくの如くす
べしJであるω。
② 仁に至る工夫(恕の工夫)
仁者は自分を愛する心を以て人を愛するがゆ
えに、人我〔他者と自分〕の隔てがない、私が
ない。だから人をめぐみあわれむという仁の実
践は努めずして行なわれるだろう。しかし、い
まだ仁者の心に至らない者は、つとめて仁を実
践しなければならない。それにはまず「人の心
もまたわが心に変わらず。わが好むことは人も
好み、わが嫌うことは人も嫌うJということが
前提である。その上で、「仁を人に施し行なわ
んとせば、まずわが心を以て人の心をおし量り、
わが好むことは人に施し与え、わが嫌うことは
人に施さ」ないようにすべきである。このよう
にすれば、「人の心にかなわざることなくして、
人々各々その所を得て安んず。これ仁の行なわ
るるなり」。これを〈己を推して人に及ぼす〉
といい、恕という。「恕は仁に至らんとする人
の行なうべき工夫」であるヘ
3 過悪を去るべし
しかし、いくら人には本来的な善心があると
はいえ、やはり多くの人の行ないには万事につ
いて過ちと悪とがある。過ちとは善悪を知らず
に、あるいはそれには気づかずに理に違うこと
であり、悪とは善悪を知りながら欲にひかれて
理に違うことであるω。しかも、「心を正しくし、
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道を行なわんとすれども、これらの過悪ありて
去らざれば、徳に進むべきようなし。たとえば、
回を作るに秀〔はぐさ:水田の稲を害する雑草〕
を去らざれば、水を注ぎ肥やししても、秀のみ
しげりて苗に益なし。まず秀を去り水と肥やし
を用ゆるがごとしjであるω。要するに、自己を
修めるには、まず自らの過悪を去るべきである。
「聖人は過ちなし。賢者以下は過ちなきことな
し。ことに凡人は過ち多し。何ぞ今の世に過ち
なき人あらんやo.・・もし自ら修むる人は、
過ち多きことを知るべLo自ら省みてわが過ち
を知り、人の諌めを開きて、わが道を改め善に
うつるべしJrMlo 
ところで、人が過ちゃ悪を行なう理由は、概
ね気質の偏りと人欲を怒にすることにあるとさ
れるω。「人の性はもと善なれども、およそ人は
気質と人欲に妨げられて善を失うん気質とは
生まれつきであり、「気の荒きと騒がしきと、ま
た柔らかすぎて弱きと、あるいは早すぎると鈍
くゆるすぎたるの類、あるいは生まれっきて怒
り多く、欲多きの類をいうJtl~o また、人欲とは
耳・目・口・鼻・形〔身体〕の好む所がわがま
まで、ちょうどよい程度を超えること、つまり
「自に非礼を見て色に染み、耳に非礼を聞きて
声淫にまよい、口に非礼を言い、飲食を恋に貧
り、鼻は香をめで、形〔身体〕は怠り、あるい
はなすまじき仕業を為すは、皆これ人欲Jであ
るへそこで、わが身の過悪を去るために、気質
の悪しき癖を改め、人欲(特に怒りと欲)の妨
げを去ることを目的とした次のような実践が勧
告される。後者から見ていこう。
① 人心を抑え道心を主とする工夫(惟精惟
ーの工夫)ω
人心とは人欲、すなわち身体の基本的な欲求
と喜怒哀楽愛憎欲の七情であり、これらは人情
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としてなくてはならないが(聖人といえども人
心なきことあたわず)、往々にして「ほどよきこ
とを忘れ、たちまちに私欲にながれ悪に陥るJ
傾向がある。道心とは仁義札智の本性よりおこ
る善心だが、通常人心は盛んになりやすく、道
心はかくれやすい。したがって、「二の者、胸中
に相まじりて、そのおさめようを知らざれば、
人心はいよいよ危うくして人欲にながれ、道心
はいよいよかすかにして、ついに人心に覆われ
てほろぶ」。そこで、「人心を抑え、道心をたも
つ道なくんばあるべからず」である。
その手法は、まず胸中の「人心・道心二の間
をわかちて、明らかに精しく知るJことである
(惟精)。そして、すでに人心と道心を明確に
区別して把握したならば、次に「専ーに道心を
主として、人心の危うき方にまかせざるjこと、
つまり人心をそのままには放置しないことであ
る(惟ー)。たとえば、酒食はちょうどよい程に
食らえば身を養うが、それを過ぎれば身を害う。
この過不及なきよき程が中であり、道のあると
ころであるへところで、酒食を好むのは人心
であり、身を害うことを恐れて酒食を過ごすべ
からずと思うのは道心である。もし酒食を好む
心を放置すれば、たちまち酒食を恋に過ごし、
道心(善心)があるとしても人欲には勝てない。
そこで、「すでに酒食の過ぎて損あり、節にして
益あることを精しく知Jっているのだから、自
らの思考の中で人心と道心の別を明確に把握し
て迷わず、「専ーに慎みて道心を主とし、人心の
貧り好む欲をいましめ抑えて、自ずから過不及
のあやまりをなからしむjのである。これが惟
精惟ーの工夫であり、「心によく思案して、義理
に当たるか当たらざるかを考え行なう」ことに
よってへ人欲を抑ぇ道心を主とする工夫であ
る。
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② 堪忍の工夫
しかし、人欲を抑え道心を主とするとはいえ、
七情のうちでも最も害の多いとされる怒りと欲
はω、容易に抑えうるものではない。「怒りは強
く欲は深きゆえに、これに勝ちがたし」。もし
堪忍の工夫がなく、怒りと欲に勝つことができ
なければ、よく思案することも、道心を主とす
ることもできるはずがない。したがって、力を
つくして堪忍すべきである。 f力弱ければ、怒
りと欲に勝ちがたしJ。それゆえ「怒りと欲の心
起こるを断ち去ること、刃を以て切り断つが如
くなるべしo.・・また敵に向かいて戦うが如く、
十分の力を用ゆベし」と勧告されるω。
ただ、すでに盛んになった欲には勝ちがたい
としても、はじめて欲の起こるきざしに勝つこ
とは容易である。「欲のはじめて起こる持、早
くふさげば、力を用うること少しにて、その験
多し」 ω。怒りに関しでもまた同様であるω。し
たがって、一般に「常に心の内を省みて、一点
の私欲邪念あらば、早く去るべしjとなる。私
欲とは名利色貨の欲と耳目口体の好む所を怒に
する欲であり、邪念とは怒り、争い、ほこり、
侮り、そねみ、そしり、へつらい、欺き、偽り
等に関連する観念であるが、「もしこれらのこ
とつゆばかりもあらば、すみやかに去るべしJ
なのである価。
③ 気質を変ずる工夫
人欲を ~ðにすることが悪の幹ならば、気質の
偏りは悪の本であるω。しかも、「生まれっき
〔気質〕悪しければ、人欲行なわれやすしjで
あるから、人の過ちは必ず気質の偏りより起こ
るということもできるへしたがって、「わが気
質の悪しき所を自ら察し、人に言わせて聞き、
その偏りなる悪しき所に勝ちて改め去る」こと
が、自己を修める実践にとってきわめて重要と
なる。「生まれっきての偏りなる所にまかせぬ
れば、心正しからずして、身おさまらずo • • • 
気質の偏りの害となること、たとえば田を作る
に秀〔はぐさ〕あるがごとし・・・」であるω。
ところで、「気質の悪しきを変ずる道は、己が
過ぎたるを抑えて、足らざる所をつとむ」るに
ある。「強すぎたる人は柔らかなるべし。弱き
人はつとめて励むべし。早過ぎたる人はゆるや
かなるべし。鈍き人はつとめて鋭に行なうべ
しo.・・かようにわが悪しきを改むるに志あ
らば、いかに偏性なりとも、などか気質を変ぜ
ざるべきJである倒。「君子は気質の偏悪なし」。
だが「気質を変じ改むるはきわめて難い。常に
心を用うべしJω。
4 楽を失うべからず
さて、「およそ善をすれば、わが心こころよく、
人もまた喜び随う。また楽しからずやJという
ように、道理の実践によって得られる「楽しみ
は、人の心に生まれっきたる天機〔天賦の性質〕
にしてJ、人に本来的に備わった理であるへし
たがって、人は酒食等の俗楽を自らの外に求め
るのではなく、「ただ善を行ない、道にしたがう
を以て楽とすべきJであるω。また、人欲にひか
れてこの楽を失うことは道理に違うこと(つま
り過ちであり悪)であるから、「いかなる横逆に
あい、不幸にあうとも、常にこの楽を失うjべ
きではない。そこで「愚人にも、各々生まれっ
きたる楽あることを知りて、楽を失わざる工夫
あるべし」となるω。
楽を失わざる工夫(うれいなき工夫)はいく
つも勧告されている。 (a)自分の力ではどうにも
ならないことは、ただ天命に任せるべきである。
仮に自らは善を行なっても禍〔わざわい〕が生
じたならば、これもまた天命であって、憂うる
べきではない。 (b)自分がなんらかの禍にあって
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も、なおそれよりもひどい禍にあった人と思い
くらべて、自分の心を慰めるべきである。 (c)人
が自分に不仁無礼な行いをしたとしても、なに
か理由があるのだろうとか、人の心とは概して
このようなものだとか、道理に合わないことが
多いのは世の中のならいだと考えるようにして、
人を非難したり世の中を恨むべきではない。要
するに、「世に居るには、人情を知り、時変〔時
世の変化〕を考えて、天命に安んずべしo • • • 
わが生める子、わが禄を与うる奴〔使用人〕だ
に、わが心のままになりがたし。況や世の人の
心、さまざまに変われば、わが思うままに随い
がたLo畢寛ただわが身をおさめて、人を責め
ざるべし。これ世に居るの道なりJであるω。
ところで、これらの実践の中で最も強調され
ているのが、最後に検討する〈わが身にかえり
求むる工夫〉、つまり〈白反〉である。
① わが身にかえり求むる工夫(自反)
もし人の悪しきのみをとがめて、自らを省み
ることがなければ、怒りや恨みばかりが多くな
り、人と争うだけでなく、自分の心も苦しみが
多く楽を失うことになるだろうへそこで、「人
われにしたがわず、われに背かば、わが過ちを
責めて、人をとがむべからず」。つまり、人に求
めるのではなく、わが身に善を求めるべきであ
るへたとえば、「人を愛して、人われを親しま
ずば〔へだてなく交わらないようならば〕、わが
愛のいまだ至らざる故と思うべし。人をネしして
人われに無礼ならば、わが礼いまだ至らざる故
と思うべし。人を治めて治まらずんば、わが智
の至らざる故と思うべしY。もしわが身に省み
て自分に過ちがないとしても、やはり「わが行
いのいまだ至らざる故を思い、人を責むべから
ず、怒りそしるべからずJ。これが白反であり、
「わが身にかえり求むる工夫jであるω。
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しかし、もし自らを省みれば、自分にも過ち
が多いに違いない。だから、常にわが身を省み
て自分の過ちを責めることに集中するのであれ
ば、「人の過ちをとがむるには暇なかるべしJで
あるべしかも、人を責め外に(人に)道理の
実践を求めることは、自らの道理の実践(自己
形成)とは何の関係もない。「わが身に道を求む
べし。実をつとめて、外を願う心あるべから
ずjと勧告される所以であるω。要するに、わが
身にかえり求むる工夫(自反)とは、世の交わ
りの只中にあって、「和して流れずj、確たる自
己形成を目的とした〈身を修むる工夫〉そのも
のにほかならないのである。「心気和平にして
人をとがめず、わが身にかえり求め、己を責む
れば、身おさまりて楽多しo' • .常にこれを
以てわが心をおさむべし。もしこの工夫を忘れ
ば、必ず道を失い楽を失うJω。
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